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【研究ノート】

白先勇『孽子』の映画・テレビドラマ・舞台劇への改編にみる、

台湾セクシュアル・マイノリティ言説の変容

八木はるな

はじめに
白先勇（1937-）は近年、作家としてだけでなく、「遊園驚夢」の舞台劇

（1982）への改編や、昆曲を現代風にアレンジした「青春版牡丹亭」の演
出を手がけるなど、身体芸術の創作に多大な関心を寄せてきた。また、映
像作家の曹瑞原が「白先生の作品は映像の感覚が非常に強烈だ」、「白先
勇の文字は映像の張力で溢れている」と述べたように 1、映像に携わる者
は、しばしば白の小説から創作のインスピレーションを得てきたようだ。
とりわけ 1980年代の台湾ニューシネマの時代において、映画監督は「風
格や形式の上では監督の作者としての特性を強調する一方で、文学の改編
によって映画芸術の位階を高めた」といい 2、一つの戦略として文学の改
編が選ばれることもあった。1980年代以降、白先勇小説の改編作品は両
岸三地で多く作られ、原作者自身もまた、自作の改編に対して、しばしば
積極的に関与してきた 3。このような表現媒体を跨いだテクストの変容を、
筆者は以前に「再創造」と呼んだことがあるが、白先勇自身はそれを「変
奏」と表している 4。
『孽子』は白先勇の唯一の長編小説である。同作は、1977年 7月から

1980年 11月にかけて『現代文学』復刊にて掲載され、1981年にシンガポー
ルの『南洋商報』にて連載を終了し、1983年に台北の遠景出版社より単
行本として刊行された。同作は台湾における「同性愛文学の興隆のスター
トをきる記念碑的作品」として知られ 5、台湾内ではこれまでに 3パター
ンの「変奏」が創られてきた 6。1つ目は、1986年に公開された同名映画
である。制作は群龍影業公司、監督は虞勘平（1950-）、脚本は孫正国、主
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演は孫越、蘇明明、邵昕、李薫玲などで、戒厳令下の時代にあって、新聞
局の検閲により 21 枚のフィルムが削除されたといい、現在でも完全版を
見ることはできないが、同作は「ロサンゼルス第一回 LGBT 映画祭」で
の開幕作品に選ばれるなど、海外でも反響を呼んだと伝えられている 7。
続いて 2003 年 2 月から 3 月にかけて台湾で同名連続テレビドラマ全 20 集
が放映された（20 時より大胆な性描写をカットしたものが放映され、0 時
より完全版が再放映された）。制作は公共電視、監督は曹瑞原 (1961-)、脚
本は陳世杰（1966-）及び王詞仰（1966-）、主演は范植偉、庹宗華、丁強、
柯俊雄などで、同ドラマは公共電視開局以来の大ヒットを記録し、それに
伴い原作小説の売れ行きも急上昇したという 8。また、その年の台湾金鐘
奨においては、連続ドラマ番組賞や連続ドラマ監督賞、連続ドラマ主演女
優賞など複数の部門で受賞を果たした。そして 2014 年には同名の舞台劇
が制作され、2 月 7 日から 16 日まで台北の国家戯劇院で、5 月 23 日から
25 日まで高雄の文化センター至徳堂で、計 11 回公演された。制作は国立
中正文化センター及び創作社、監督は曹瑞原、脚本は施如芳、主演は莫子
儀、唐美雲、丁強、柯淑勸などで、かつて大流行したあのテレビドラマと
同じ監督ということもあり、話題性は非常に高く、チケットは完売し、大
盛況の内に幕を閉じた。

陳儒修「映画『孽子』の意義」（2009）は、1986 年の映画『孽子』について、
戒厳令下にあって、かつ深刻なエイズ・パニックが起きていた当時の台湾
社会において、同性愛を主題とする作品を撮ることの困難と苦労とを明ら
かにしつつ、これまで看過あるいは否定され続けてきた同映画の価値を、
あらためて見出そうとした 9。また、黃儀冠『文字の記述から映像の伝播
へ──台湾「文芸映画」のメディアを跨ぐ改編──』（2012）は、1980 年
代の台湾で起きた文芸映画ブームについて、その要因を明らかにしながら、
黃春明・白先勇・李昂等の作品を中心に「原作者と観衆、監督個人の創作
信念と社会の政治権力、文学語彙と映像符号との間」で行われる「協議的
な再注釈・再表現」10 について仔細に論じた著書である。白先勇原作の映
画については、同時期に公開された映画『玉卿嫂』『金大班的最後一夜』『孤
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恋花』11 と『孽子』を並べて論じ、フェミニズム映画理論を援用しながら、
これらの映画に通底する「男性のまなざし」（male gaze）の存在を明らか
にした 12。そして 2003 年のテレビドラマ『孽子』は、大学院修士論文のテー
マとして扱われることも少なくなく、なかには異性愛規範を強化した改編
作としてそれを批判的に論じたものや 13、原作者・監督・脚本家へのロン
グインタビューを実施して、同ドラマの意義を肯定的に見直した論考もあ
る 14。だが 2014 年の舞台劇『孽子』に関しては、管見の限り、簡単な紹
介や批評があるだけで、同劇の持つ意味を十分に検討したものはない 15。
よって本稿は、上のような先行研究の成果をもとに、『孽子』の改編作品
の特徴をあらためて整理しつつ、舞台劇『孽子』の意味をより深く追究す
ることを目的とする。

映画版・テレビドラマ版・舞台劇版におけるそれぞれの『孽子』を並べ
てみると、小説中のある重要人物が、改編のたびに、しなやかに変化して
いることに気がつく。その人物とは、李青らゲイ少年が属する「ギャング」
16 のリーダー、楊師範こと楊金海である。本稿では以下、各時代・各媒体
における楊金海の形象変化に対する分析を通し、2014 年の舞台劇『孽子』
によって付与された物語の新たな意味を明らかにしていきたい。

第 1 節 楊金海の変容と、各時代における役割
小説『孽子』のなかの楊金海は、「深紅のきつきつのプルオーバーシャ

ツを身に着けていて、でっぷり太ったお腹が、箍をはめられたように丸々
と体の前に突き出されている一方、テカテカ光る黒いオーロンのズボンは、
おしりをぎちぎちに包んで体の後ろに盛り上がらせている」ような中年男
性で、新公園に入ったばかりの「私」は、楊を観察して「まるで、前後に
一つずつ大きな風船をぶら下げているかのようである」とか、「動くたび
に体の前後のボールのような肉とかわが小刻みに揺れ、代わるがわる波打
ち始め」と述べ、その身体的特徴を強調した。かつてバーやホテルで働い
た経験をもつ楊金海は、「物腰が穏やかで如才なく」、英語や日本語も少し
話せるうえに、「見聞が広く、コネが豊富だったので、多くの飲み屋や旅
館にはどこにでも彼の情報網があった」。彼は中国山東省の煙台に生まれ
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たが、台湾に移住した後は父親が経営するスナック「桃源春」を手伝い、
その店を大繁盛させた。パートナーは「原始人の阿雄仔」で、癲癇持ちの
阿雄仔を「義理の息子」のように溺愛している。そして「私」の目に映る
楊金海は常に「至極威厳があった」17。

1986 年の映画『孽子』では、傅老人・郭老・楊師範という三者の役割
が統合され、中年のゲイ男性である楊金海は、写真家をしながらゲイ少年
たちを従え、彼らに住む場所を提供する人物となった。このときの楊の振
る舞いは、規範的な女性ジェンダーを装っており、原作で描写された「威
厳」は、もはや彼の身体を離れ、新しく登場した女性人物「蔓姨」（楊金
海の同居人であり同僚）の身体へと転化されたようだ。楊金海の部屋には
男性器のオブジェが飾られており、それが息子に会いに来た李青の父親を
ひどく震撼させたこともある。そしてこの映画は、楊金海の死をきっかけ
に、李青と父親とが和解することで幕を閉じたのだった。

映画版のなかで楊金海を演じた孫越（1930-）は、中国浙江省に生まれ
た台湾のいわゆる外省人俳優で、1983 年には『搭錯車』（監督は『孽子』
と同じく虞勘平）で、台湾金馬奨主演男優賞に輝いたこともある大物スター
だった。孫越の名は『孽子』の主演として掲げられ、映画のポスターの中
央にも、頭にタオルを巻いて白粉を塗り、髪串を持った楊金海の姿が大き
く描かれた。こうしてみると、楊金海こそがこの映画の事実上の主役であっ
たように思われるが、その主役は映画版のなかで、ジェンダー化された女
性的役割を担っており、まさにゲイ男性に付与されがちなある種の典型的
なステレオタイプイメージを演出していたのである。

のちに虞監督自ら語ったように、映画『孽子』が制作された 1986 年は、
深刻なエイズ・パニックが台湾を覆い始めたときであった 18。そうした社
会の空気のなかで、物語の舞台を 1980 年代へと変更し、「あなたのために

「孽子」がその神秘的なガラス窓を開きます」19 というキャッチコピーを
付けた同作は、「正常＝健康な我々」が「異常＝病的な彼ら」を覗き見し、
観察するための作品でしかなかったとして、これまで厳しく批判されてき
た 20。小説刊行からわずか 3 年後、楊金海は、1980 年代の大衆が想像する、
エイズウイルスを持ちうる「同性愛者」のイメージに従って、あっさりと
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変化したのである。
2003 年になり、テレビドラマ版のなかで再現された楊金海は、原作と

同じように、山東人らしい「国語」を話すようになった。また、彼はゲイ
男性を自認しているが、かつて結婚と離婚を経験した一人の父親でもあっ
た。劇中には、楊の愛娘と元妻とが登場し、娘の予期せぬ妊娠と結婚とを
めぐって、家族の心温まるメロドラマが展開される。テレビドラマ版で
は、楊の他にも、小玉のパトロン老周に妻子がいたり、呉敏のパトロン張
氏に妹がいたりするなど、同性愛者と対峙する異性愛者の家族が多く登場
した。こうした改編は確かに、1990 年代以降における「主流社会が「同
志」に対して強い興味を抱いていたこと」21 を反映して、「大衆に近づき、
観衆の感情と困惑とを口に出し」、「観衆に同情することと理解し許すこと
とを学ばせ、訳も分からず軽蔑する態度をやめさせる」意図があったと言
えるだろう 22。同ドラマは、物語の舞台を再び「あの安全な、まだエイズ
の侵略を受けていない 1970 年代」へと引き戻すことで「小説にあった「色
情の連邦」を浄化」し 23、1970 年代よりもむしろ 2000 年代のコンテクス
トに従って、同性愛者と向き合う異性愛者に送る一つの手本あるいは教科
書として、楊金海の新たな形象を作り出したのではなかろうか。このよう
に、文学テクストが改編され、『孽子』に新しい意味が付与されていくとき、
楊金海はしばしば真っ先に書き換えの対象となり、各時代の性をめぐるポ
リティクスに従って異なる役割を担わされてきたのだ。

2014 年、楊金海は舞台劇版のなかで、トムボーイ 24 を自認するレズビ
アンの女性へと変身した。楊を演じたのは、「唐美雲歌仔戲団」の座長と
して著名な歌仔戲俳優の唐美雲（1964-）である。監督の曹瑞原は、全く
の思いつきからこの配役を決めたと述べており 25、重要人物の書き換えに
は慎重であった白先勇も 26、この時はそれほど難色を示すことなく、すぐ
さま監督の提案を受け入れたという 27。こうして 2014 年 2 月、本省人へ
と書き換えられた楊金海は、山東人アクセントを持たないばかりか、むし
ろ多くの場面で台湾語を話した。そしてゲイの少年たちは、中年男性では
なく、歴史的にいっそう周縁に追いやられてきたと言える、レズビアンの
女性に率いられ、彼女を慕った。
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上述のような監督の直感と原作者の態度とには、ジェンダー問題や省籍
問題における「政治的正しさ」への明らかな配慮が見てとれる。楊金海の
変容について聞かれた白先勇は、「母鶏が雛鳥を引き連れるというのは、
大いにやる価値がある」と答えており 28、男性を率いて立つ女性リーダー
の出現を非常に好ましく思っていたようだ。また彼は、10 年前にテレビ
ドラマ『孽子』が大ヒットしたのは、それが「外省人の悲哀も、本省人の
哀情も描き、台湾人の心の声に十分寄り添っていた」からだと考えていた
29。しかし一方で、同作に対しては、「外省系の権威ある家庭や落ちぶれ
た家庭が比較的多く現れ、エスニック・グループにおいては外省籍の「同
志」の描写に偏って、本省籍の「同志」とはあまり関係がありません。私
が知りたいのは、もし原住民や客家グループの「同志」たちが新公園で活
動しなかったならば、彼らはどこにいたのでしょうか？ということです」
と、鋭い疑問が投げかられたこともあった 30。こうした経験から、改編作
を失敗させないためには、登場人物の省籍をまず書き換えなくてはならな
いということを、原作者自身が強く実感していたのだろう。実際、白先勇
は自らの手で、酒場「安楽郷」の最大のパトロンを、かつて上海映画界を
牽引した元二枚目俳優の「盛公」から、かつて台湾映画界で一世を風靡し
た台湾語俳優の「楊サン」へと書き換えてもいた 31。

このように、2014 年の楊金海は、省籍およびジェンダーポリティクス
の問題における「政治的正しさ」を反映した、非常に現代的な人物へと成
り変わっていた。では、こうした楊金海を見て、観客はどのように感じて
いたのだろうか。以下では、舞台劇『孽子』をめぐる専門家の意見を中心
に、観衆の反応を分析していきたい。

第 2 節 観客の違和感
演劇批評を専門とするウェブサイト『表演芸術評論台』32 には、舞台劇

『孽子』に関する短い論評が計 6 本掲載されている。論者の多くは演劇に
造詣が深い専門家であるが、そこでは、楊金海の省籍について「楊師範の
名は「師範」、周囲の知り合いや友人の多くが国民党軍と政府の中の人物
で、特に時代背景を民国 50 幾年に設定したのだから、楊師範はどちらか
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といえば外省族群であるはずだと思う」と、安易な書き換えに対する違和
感を表明しながら「なぜレズビアン女性が、これほど頭を使ってまでゲイ
男性グループの面倒を見たいと思うのか？」という鋭い疑問を投げかける
ものや 33、「舞台では、1970 という戒厳令の時代にあって「同志」が本当
に直面していた警察の取り締まりや駆逐を通俗的に飾り立てた。これは主
流の価値に合わせた観衆のご機嫌取りと、二重の醜悪化――「同志」の名
を偽った反「同志」の行い――ではなかったか」と、時代錯誤的な同性愛
者の表象と抑圧の描写とを厳しく批判するものなど、否定的な意見が目立
つ 34。またこうした論評のほとんどは、舞台の公演と同時期に発表された
が、そのウェブページの総閲覧回数、およびフェイスブックと連携した共
感指数を見ると、先のような批判的論評においてこそ、その数字は圧倒的
に高い 35。ゆえに、舞台のなかで大幅に改編された楊金海に対しても、一
方ではその明らかな「政治的正しさ」を理解しながら、他方でまたその形
象に対して拭いきれない違和感を抱いていた観衆が多かったのではなかろ
うか。

舞台劇『孽子』が開演してまもなく、台湾大学の張小虹は「このような
『孽子』で、どうしてまだ監督が必要なのか？」という文章を発表し、同
劇を厳しく批判した。張は「監督の霊感を得た筆は、『孽子』にあった男
根的父親（王将軍・傅老人）と肛門的父親（楊師範）との対比における思
惑を、完全にひっくり返した」と、小説との違いに対して不満を露わにし
ながら、同劇は「売春を斡旋する楊師範を「浄化」し、また楊師範をあっ
さりと、男気を語るレズビアン女性へと、母性愛のあるお姉さんへと変身
させた。小説『孽子』のクィアな王国・クィアな家族は、すなわち異性愛
父権体制から放逐された暗闇の生存であり、その「クィアネス」は決して「男
にしたり女にしたり性指向を変えたり」勝手に組み合わせを変えていいも
のではない」と述べ、とりわけセクシュアリティの安易な書き換えに対し
て強く非難した 36。白先勇小説およびクィア理論研究の大権威ともいえる
張小虹が、同劇をこれほどまでに酷評したことで、メディアや観衆のあい
だでは波紋が広がった。複数のネットメディアは、5 月の高雄公演を前に、
張小虹の見解とそれに対する白先勇の返答とを報じ、あらためて舞台劇『孽
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子』の見所を宣伝している 37。また、張の論評が載ったウェブページの総
閲覧数は 14000 を超え、23 個ものコメントが寄せられたことから 38、張
の意見がいかに多くの人々を思考させ、共感を呼び起こしたかがわかる。
さらには、舞台脚本『孽子──貳零壹肆・劇場顯像──』に収められた評
論のなかにも、肯定的な評価ばかりではなく、「自虐から自己享楽へ、結
局社会の開放によってクィアの「孽子」たちは取るに足らないものとされ
てしまったのか？あるいは時代の更迭によって、人々は悲劇の水準を失っ
てしまったのか？」39 というような、舞台劇版におけるセクシュアル・マ
イノリティ表象を明らかに批判しているものもあった。次節では、こうし
た観衆の反応を手がかりに、楊金海に課された役割を再考したい。

第 3 節 楊金海の役割──母性の溢れる女性と陽気なレズビアン──
ゲイ男性であったはずの楊金海を「国家文芸奨」俳優の唐美雲が演じる

ことで、舞台劇『孽子』の話題性は一層高まった。国営機関が発行する演
劇専門誌『PAR 表演芸術』では、「男性を演じるのではなく、男装した母
親を演じる」、「子供たちを可愛がって、楊師範の母性が溢れ出る」という
見出しのもと、新しい楊金海は「父親の威厳」と「母親の気遣い」を兼ね
備えた人物であると解説している 40。こうした「母性の溢れる楊金海」と
いうイメージは、制作者自身によってもしばしば強調されてきた。2014

年 1 月号の『聯合文学』は、原作者や監督とともに、唐美雲にも単独イン
タビューを行っているが、唐はそこで、自分は「男らしい」楊師範に欠け
ている「母性的な部分」を補ったのだと話す 41。さらに曹瑞原監督も、こ
のように語った。

 『孽子』はとても男性的な劇で、女性の登場人物は多くありません。
李青の母親のように、運命に翻弄され、悲劇に満ちた人物がいるだけ
です。唐美雲は劇中で、アクティブな性格の持ち主でありながら、母
性の温かさをも備え、自身の家庭から放逐された子どもたちの面倒を
見ます。そうして、あの男性性に満ちていたテクストに、別の新しい
意味を付与しました。42
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この監督の言葉からわかるのは、劇中の楊金海が、「母性の溢れる女性」
であるだけでなく、悲劇的な母親像（＝李青の母親）の対極としての、喜
劇的な母親像をも背負っていたということである。

楊金海は、喜劇的な母親であると同時に、喜劇的なレズビアンでもあっ
た。唐美雲が同劇パンフレットのなかで、「私が楊師範を演じるのは、つ
まり「騒ぎ」に来たのであって、劇の中ではタンゴやワルツまで踊って、
場面を盛り上げる役なのです。…（中略）… たとえ安楽郷が妖窟だと報
道されて閉店を余儀なくされても、彼はやはり楽観的に立ち向かうのです」
43 と紹介したのはいかにも示唆的で、舞台劇における楊金海の重要な役割
は、すなわち「場面を盛り上げる」ことでもあったことがわかる。言い換
えれば、レズビアンとしての楊金海は、常に明るく「騒ぎ」、いかなる困
難に直面しても楽観的態度を保つことのできる陽気なキャラクターである
ことが期待されたのである。舞台劇の製作者は、レズビアン（特にトムボー
イ）の女性に対して、ある種の道化のような振舞いを要求するような、陽
気なレズビアンであることを強要するような演出を行っていたとは言えま
いか。そしてそれが、2014 年の『孽子』が新たに付与した、物語の一つ
の意味ではなかろうか。

結び
舞台劇『孽子』の開演を前に、2014 年 1 月の『聯合文学』の中で、白

先勇は次のように語った。

いま世界各地の同性愛者たちが婚姻の合法化をめぐって戦っており、
運動は怒涛の勢いで展開しています。これは世界の同性愛者たちの、
人権平等に対するさらなる要求です。家庭を持つことは人類の最も原
始的で基本的な欲望であり、同性愛者も例外ではありません。…（中略）
…「多様な家庭」や「同性婚」が台湾社会において公に議論される現在、

『孽子』が舞台へと移ることには、いっそう特別な意義があるのです。44

こうして原作者によって舞台劇の意義が注釈された後、同誌では、セ



88

クシュアル・マイノリティを自認する複数の文筆家が、小説『孽子』との
出会いと自身のセクシュアリティと向き合う過程から、現在の「同志」運
動までを語ったエッセイが続く 45。そしてこの舞台劇は、2003 年 10 月の
台北プライド・パレードの映像とともに毎公演を終え、現在の性の政治を
めぐるメインストリームと明白に接続された。

このような舞台劇が有していた意味をより深く追究するために、本稿で
はまず、劇中で最も大胆に変更された人物である楊金海の形象を整理・分
析した。原作小説のなかで、ゲイ少年たちを率いる楊金海は、強い山東ア
クセントと肥満した身体を持つ、極めて威厳のある中年男性だった。彼は
1986 年になると、極端に「女性的」に振舞う男性へと成り変わり、2003

年には、娘を愛する心優しい父親へとしなやかに変化した。こうした楊金
海の変容は、閉塞的な社会のなかで同性愛者をひどく恐れたり、民主的な
社会のなかで同性愛者への関心を急に高めたりした、異性愛者の主流イデ
オロギーに沿った書き換えだと言える。2014 年になり、本省籍のレズビ
アン女性へと変身した楊金海は、また明らかに「政治的正しさ」を背負っ
ていた。

しかし、観衆の反応を調べてみると、舞台劇『孽子』に対して否定的評
価をした専門家は決して少なくなく、また多くの人々がそうした意見に共
感していたように思われた。同劇を観た人々は、現代的な「政治的正しさ」
を追求しすぎることで、歴史的事実を誤って伝えてしまうことや、商業性
を重視した結果、原作の有していた複雑な意義が「浄化」されて見えなく
なってしまう危険性を感じていたのだろう。一方で、舞台の制作者やメ
ディアが強調して伝えていたのは、舞台劇における楊金海の役割、すなわ
ち母性の溢れる女性であり、かつ陽気なレズビアンであるという楊の新し
いキャラクターであった。こうしてみると、舞台劇における楊金海の書き
換えは、一方で「政治的正しさ」を配慮したものでありながら、他方でまた、
女性やレズビアンとして生きる人々に対して、母性愛に満ち、陽気である
ことを強要してしまうものでもあったように思われる。それが 2014 年に
付与された新しい『孽子』の意味の一つなのではなかろうか。
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1  李岳整理「曹瑞原口述 在經典的文本裡做出新的味道」施如芳『孽子 
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の原文は「白老師的作品影像感非常強烈」(19 頁 )、および「白先勇老師
的文字充滿影像張力」（17 頁）。

2  黄儀冠『從文字書寫到影像傳播――臺灣「文學電影」之跨媒介改編――』
台湾：臺灣學生書局、2012 年、264-265 頁。引用の原文は「八〇年代的臺
灣電影，一方面從風格、形式上強調導演作者特徵，另一方面又從文學改編
來提升電影藝術位階，以及導演與作者論的密切關係來強化影像美學」の下
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6  台湾国外では 1997 年、米国で舞台劇「Crystal Boys」が上演された。
製作は「ACTS（外賣劇團）」、監督は中国文学研究者の John B. Weinstein

（呉文思）、主演は中華系米国人の学生らが務め、Howard Goldblatt（葛浩
文）の訳本（Gay Sunshine Press,1995）をもとに英語の脚本が作成された。
公演会場となった Adams House Pool Theatre は、ハーバード大の学生宿舎
Adams House にあり、この宿舎は「Adams House is good place to be LGBT」
というキャッチコピーでよく知られている。当時、監督はまだ台湾を訪れ
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的眼睛來看台北」『聯合報』2003 年 2 月 28 日）。
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代同志所須真實面對警察取締驅趕的通俗化粉飾，難道不是一種附和主流價
值的討好觀眾，與雙重醜化──假同志之名行反同志之事」の下線部。上述
の劉育寧や葉根泉は、同ウェブサイトの「特約評論人」や「專案評論人」、
すなわち演劇専門家であるが、この他一般の社会人や大学院生によって投
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